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趾蹠皮膚炎（Footpad dermatitis : FPD）は，古くか

ら鶏や七面鳥などの家禽に発生が認められる接触性皮膚

炎で，特にブロイラーで発生しやすく［1h4］，FPDの

認められる脚は食用から除外され相応な経済的損失とな

っている．また，近年欧米ではFPDが動物福祉の指標

の一つとして議論されるようになり［5h7］，FPDの発

生を抑制する努力が行われている．

著者ら［8］は，わが国のブロイラーでのFPD発生実

態を調査し，FPDは1週齢から出現することがあり，加

齢とともにその発生率は高くなり，病変も重度になって

いくことを報告した．FPDの病理組織学的検索はすで

に諸外国で報告されているが［2, 3, 9h11］，幼雛から経

時的に調べた報告は見当たらない．また，FPDが病原

細菌の侵入門戸になっている可能性が懸念されるもの

の，菌分離に関する報告はない．本研究ではFPDの経

時的病理組織学的変化を1週齢から出荷時まで観察し，

出荷時の重度なFPD病変部深部からの細菌検索，特に

鶏の主要病原細菌であるブドウ球菌及び大腸菌の分離を

試みたので報告する．

材 料 及 び 方 法

病理組織学的検査：鹿児島県内のA農場において肉眼

的に重度なFPD病変が認められた1，2，3，4及び7週

齢のブロイラー（雌）の左脚を安楽殺後採取し，ただち

に10％ホルマリン液で固定した．その後，常法に従っ

て，パラフィン切片を作製，ヘマトキシリン・エオジン

（HE）染色及び特殊染色（グラム染色，PAS染色，グロ

コット染色）を行い検索した．組織変化は，潰瘍，炎症

性細胞浸潤，痂皮形成，表皮肥厚，真皮の線維増生，脂

肪織の線維化のそれぞれについて，半定量的に4段階

（スコア0～3）で評価し（表1），週齢ごとに平均スコア

を算出した．

菌分離1：鹿児島県内のK食鳥処理場に搬入された7

週齢のブロイラーの左脚のうち，肉眼的に明らかな

FPD病変が認められた246検体（9鶏群;1鶏群当たり

15～33検体）を採取し，冷蔵下で実験室に搬入，すみ

やかにFPD病変部辺縁から約0.5cm離れた部位を70％

アルコール綿及び加熱スパーテルで消毒したのちFPD
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要　　　　　約

ブロイラー鶏の趾蹠皮膚炎（Footpad dermatitis : FPD）を，病理組織学的及び細菌学的に検索した．材料は1，2，

3，4及び7週齢ブロイラーの肉眼的に重度の皮膚炎を呈した趾蹠を用いた．組織学的検索の結果，週齢を問わず潰瘍あ

るいはび爛が高率に認められ，偽好酸球主体の炎症性細胞浸潤が全例に出現していた．痂皮形成及び表皮肥厚は検査し

た全例に，多核巨細胞は一部の鶏で認められた．真皮の線維増生と脂肪織の線維化は加齢に従って著しくなった．組織

切片のグラム染色では，痂皮内及び痂皮表層部にグラム陽性及び陰性菌が認められた．1例ではあるが，痂皮内に真菌

の増殖像が認められた．細菌学的には，病変部深層からブドウ球菌が高率に分離され，Staphylococcus lentus及び

S. simulansが優位を占めた．―キーワード：ブロイラー，趾蹠皮膚炎，組織病変．
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下織に向けて無菌的に切開し，FPD深部と考えられる

部位から滅菌スワブで採材した．分離用培地にはマンニ

ット食塩培地及びDHL寒天培地（いずれも日水製薬譁，

東京）を用いた．これらの培地1枚の1/2面に採材後の

スワブ1検体を塗布し，その塗布面から残り1/2面に白

金耳を用いて伸展させ，37℃で2日間好気培養した．

各培地のスワブ塗布面での分離培養状態を，陰性（コ

ロニーが4つ以下），低増殖（コロニー5つ以上で計数可

能な数）及び高増殖（コロニー形成を認めるものの計数

不可）に分類した．その後，“低増殖”又は“高増殖”

に判定されたシャーレ1枚から1～3コロニーを釣菌し，

普通寒天培地で2回クローニングを行ったのちに分離株

として保存，同定に供試した．なお，DHL寒天培地で

はピンク色の，マンニット食塩培地では黄色又は白色の

各コロニーを対象にクローニング培養した．分離株はグ

ラム染色による鏡検で大腸菌様株あるいはブドウ球菌様

株に分類し，腸内細菌科同定用キット（アピ20，シス

メックス・ビオメリュー譁，東京）あるいはブドウ球菌

同定用キット（NhIDテスト・ SPh18「ニッスイ」，日

水製薬譁，東京）を用いてそれぞれ同定した．

菌分離2：鹿児島県内のK食鳥処理場に搬入された7

週齢のブロイラーの左脚のうち，肉眼的に重度なFPD

病変が認められた50検体（2鶏群;1鶏群25検体）を採

取し，菌分離1と同様な方法で，卵黄加マンニット食塩

培地（日水製薬譁，東京）に塗布し，37℃で2日間培養

観察後，卵黄反応陽性コロニーの有無を観察した．

結　　　　　果

病理組織学的検索：各週齢での組織学的病変の出現頻

度をみると，細胞浸潤，痂皮，表皮肥厚及び真皮の線維

増生は全例（100％）で検出された．その他の病変，潰

瘍，び爛，多核巨細胞，脂肪織の線維化は表2に示すと

おりである．各組織学的病変は本質的に同一であった．

び爛又は潰瘍の表面は厚い痂皮に覆われていた．潰瘍部

の真皮側には偽好酸球やマクロファージの浸潤，線維芽

細胞の増生を伴った慢性化膿性炎が認められ，一部

（17.6％）には多核巨細胞が出現していた（図1）．病変

部周囲の表皮は顕著に肥厚し，真皮側へと増生し，真皮
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表 1　病理組織学的変化の評価方法 

項　目 スコア 1＊ スコア 2 スコア 3

潰瘍（40倍視野で
の大きさ） 
炎症性細胞浸潤 
 
痂皮形成（正常角
質に対する厚さ） 
表皮肥厚（正常組
織に対する厚さ） 
真皮の線維増生 
 
 
脂肪織の減少 
（線維化） 

1 視野未満 
 
真皮浅部ま
で浸潤 
2 倍未満 
 
2 倍未満 
 
増生あり 
 
 
わずかな減
少 

1～3 視野 
 
真皮深部ま
で浸潤 
2～3 倍未満 
 
2～3 倍未満 
 
正常部の 2
倍未満の厚
さ 
半分未満の
減少 

4 視野以上 
 
脂肪織まで
浸潤 
3 倍以上 
 
3 倍以上 
 
正常部の 2
倍以上の厚
さ 
半分以上の
減少 

＊スコア 0：病変なし 

表 2 　組織病変の検出率 

 1 7 　3（43）＊＊ 　5（71） 0（0） 　6（86） 
 2 7 　4（57） 　4（57） 0（0） 　7（100） 
 3 7 　6（86） 　3（43） 0（0） 　5（71） 
 4 3 　3（100） 　0（0） 2（67） 　3（100） 
 7 10 10（100） 　0（0） 4（40） 10（100） 

 全体 34 26（76.5） 12（35.3） 6（17.6） 31（91.2） 

　＊炎症性細胞浸潤，痂皮，表皮肥厚及び真皮の線維増生
は全例で（100％）検出 

＊＊陽性検体数（％） 

週齢 検体数＊ 潰瘍 び爛 多核 
巨細胞 

脂肪織の 
線維化 

図1 趾蹠皮膚炎におけるび爛病変の組織像．表層に痂皮

があり，表皮には重度の炎症性細胞浸潤が認められる

（1週齢，HE染色　×100）．

図2 趾蹠皮膚炎における皮下脂肪織の線維化．皮下脂肪

織は線維組織に置換されている（7 週齢，HE染色
×100）．



乳頭を重度に形成していた．真皮において結合織の増生

が認められ，脂肪織においても脂肪細胞が減少するとと

もに線維化が顕著に出現し（図2），増生した結合織には

偽好酸球やマクロファージの浸潤が認められた．これら

の炎症性変化の推移を週齢別にスコアで評価したが，日

齢の進行とともに強くなる傾向を示した（表3）．

組織切片のグラム染色による観察では，ほぼ全例の痂

皮内及び痂皮表層部にのみ細菌塊が認められた（図3）．

わずか2例（6％）のび爛部において細菌が認められた

が，真皮や皮下織など深部においては認められなかっ

た．なお，PAS及びグロコット染色において，1例（1

週齢）の痂皮内に隔壁を有して分岐する真菌の菌糸が認

められた（図4）．

細菌学的検索：菌分離1の結果は，マンニット食塩培

地で高増殖を示した検体は25例（10％），低増殖は81

例（33％），陰性は140例（57％）であった．DHL寒

天培地では，高増殖の検体は認められず，低増殖が9例

（4％）認められたのみであった．マンニット食塩培地の

コロニーからクローニングされたブドウ球菌様の211株

を同定した結果，16種に分類された（表4）．その割合

は鶏群別で異なる場合があったものの，全体として

Staphylococcus (S) lentus及びS. simulansの2菌種が

優勢で，全体の57.3％を占めた．なお判定不能株が10

株（4.74％）認められた．一方，DHL寒天培地で低増

殖ながらも検出され，クローニングされた9株を同定し

た結果，大腸菌は6株であった．

菌分離2の卵黄加マンニット食塩培地による分離で

は，卵黄反応陽性コロニーは検出できなかった．

考　　　　　察

FPDは1960年代の古くからブロイラーなどで観察さ

れ，床の湿潤状態，及びその湿潤状態に関与する飼料成

分などが発生要因として考えられてきた［1, 3, 9,

12h14］．著者ら［8］は最近，わが国のFPD発生状況調

査を実施し，全国各地で高率に，しかも1週齢の雛から

発生していること，その病変はEUに比較して概して重

橋本信一郎　荒木　航　宮地裕也　他
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図3 趾蹠皮膚炎における細菌塊．グラム陽性及び陰性菌

が表層部を主体に存在している（7週齢，グラム染色

×400）．

図4 趾蹠皮膚炎における真菌．痂皮に菌糸が浸潤増殖し

ている（1週齢，グロコット染色　×200）．

表 3　病理組織学的変化の評価結果 

 1 7 0.4 0.7 1 0 1 1.7 1 1.6 
 2 7 0.6 0.6 1.7 0 1.7 2.3 1.3 1.7 
 3 7 1.3 0.4 1.6 0 2.1 2.8 1.7 1.6 
 4 3 2.7 0 2.7 0.7 3 3 3 3 
 7 10 2.3 0 2.1 0.4 3 2.9 2.6 2.2

病変とその平均スコア 

週齢 検体数 
潰瘍 び爛 細胞 浸潤 

多核 
巨細胞 

痂皮 
の 
厚さ 

表皮 
の 
肥厚 

真皮 
の 
線維 
増生 

脂肪織 
の 

線維化 

表 4 　病変部の深部組織由来ブドウ球菌 

 S. lentus 62 29.4 
 S. simulans 59 28　 
 S. hyicus 14 6.64 
 S. cohnii B 14 6.64 
 S. gallinarum 13 6.16 
 S. cohnii A 11 5.21 
 S. chromogenes 10 4.47 
 S. captis 3 1.42 
 S. warneri B 3 1.42 
 S. sciuri 2 0.95 
 S. kloosii 2 0.95 
 S. intermedius 2 0.95 
 S. carnosus 2 0.95 
 S. arlettae 2 0.95 
 S. warneri A 1 0.47 
 S. xylosus 1 0.47 
 判定不能 10 4.74 

 合　計 211 100

菌　種 株　数 （％） 



度であることを明らかにした．

病変部の病理組織学的検査はすでに海外で報告されて

いるが，若齢での発生例を検索した報告は見当たらず，

本報告が初めてと思われる．幼雛の1週齢からFPD病

変は出現したが，その組織病変はいずれの週齢において

も本質的には同一で，その程度が週齢とともに増す傾向

を示した．び爛形成は1例を除く全例に認められたが，

潰瘍形成は3週齢以前の8例（全体の24％に相当）では

確認されず，このことからび爛が潰瘍の前駆病変と考え

られる．偽好酸球を主体とする炎症性細胞浸潤が全例で

認められたことは過去の報告例［9］と一致している．

興味深いことに，多核巨細胞が認められたのは4及び7

週齢の検体のみであり，これも高日齢で高率に認められ

たとする報告［2］に類似していた．

痂皮形成及び表皮肥厚は全例で認められたが，過去の

報告例［9］と同様に，角化が亢進し，肥厚した表皮は

真皮側へと増生し，真皮乳頭の形成が認められた．

真皮の線維増生及び脂肪織の線維化は高率に出現し，

ともに週齢に伴い重度になる傾向がみられた．正常な趾

蹠組織には厚い脂肪織が存在しており，接地時の衝撃を

和らげる役割を果たしていると考えられる．この脂肪織

に炎症細胞が浸潤していたのはわずかに8例（24％）と

少数であったが，高度に増生した結合織の置換による線

維化が認められたのは31例（91％）と多かった．ただ

し，結合織の増生は炎症のみならず，物理的な刺激に対

する反応性増生である可能性も考えられる．脂肪織の線

維化は，これまでの報告ではあまり注目されておらず，

疾患の進行との関係について今後検討すべき病変と思わ

れた．

グラム染色においては，ほとんどの症例で痂皮内ある

いは表層部にのみ細菌が認められ深部では確認できなか

った．しかし，深部からの菌分離では多くの菌が分離さ

れた．顕微鏡での確認には限界があるためだろう．な

お，1例の病変部に真菌の増殖が認められたが，他の検

体の病変部と比較して特に異なる形態はみられず，二次

感染と思われた．

今回，FPD病変部の深部から菌分離を行い同定した

結果，S. lentus及び S. simulansが優勢で，S. aureus

が分離されなかった．このことは，Awanら［15］が6

週齢ブロイラーの血液，肝臓及び膝関節から菌を分離し

た結果，S. lentus及びS. simulansが最も高率に分離さ

れ，S. aureusはわずかに1株（全132株中）であった

とする報告に類似している．同様に，木南ら［16］の淘

汰ブロイラーの脊椎膿瘍からの菌分離成績においても

S. cohniiなどが優勢に分離され，S. aureusはわずかに

1株のみである．今回，FPD病変部の深部から卵黄反応

を指標としてS. aureusを分離しようと試みたが分離で

きなかった．S. aureusが分離できずに，他のブドウ球

菌が容易に分離されることは興味深いことである．優勢

に 分 離 さ れ る S. lentus， S. simulansあ る い は

S. cohniiなどは単に床面に高頻度に分布している菌で

あるために感染し分離されやすいということなのか，あ

るいは他の細菌よりも趾蹠に感染増殖しやすい菌である

のか，鶏への病原学的関わりを含めて今後検討する必要

があるだろう．大腸菌の分離率も高くはなかった．FPD

病変部深部からの大腸菌やS. aureusの分離率は低かっ

たが，このことだけでFPD病変部がこれらの菌の侵入

門戸として重要でないということにはならないだろう．
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Pathological and Bacteriological Investigation of Footpad Dermatitis 
in 1h to 7hWeek-Old Broiler Chickens

Shinichiro HASHIMOTO＊, Wataru ARAKI, Yuya MIYAJI, Noriaki MIYOSHI, 
Hiroaki KAWAGUCHI, Takeshi OBI and Kozo TAKASE†

＊ United Graduate School of Veterinary Science, Yamaguchi University, 1677h1 Yoshida, 
Yamaguchi, 753h8515

SUMMARY

Footpad dermatitis in meathtype chickens was studied histopathologically and bacteriologically.  Footpads
with macroscopically severe dermatitis were collected from broiler flocks at 1, 2, 3, 4, and 7 weeks of age.  A
histopathological examination showed that ulceration or erosion was detected at high rates regardless of age,
and inflammatory cell infiltration was observed in all cases.  Crust formation and thickening of the epidermis
were found in all of the examined footpads, and multinucleate giant cells were observed in some of them.  Fibro-
sis in the dermis and adipose tissue increased with advancing age.  Gramhpositive and gramhnegative bacteri-
um were observed on the surface layer and inside the crusta in the gramhstained sections.  Fungal prolifera-
tion in the crusta was found in one case.  A bacteriological examination revealed that Staphylococcus spp. were
isolated frequently from the deep layer of the lesions, and the predominant strains were S. lentus and S. simu-
lans. ― Key words : broiler, footpad dermatitis, histopathology.
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